


















deutungの問題に究極においては帰着するとみることもできよう。   



















【83】   














家プリスキアヌスPriscianus がすでに知っていたものであるが、マルティー  
Marty2）は、一方を、完全なる菱食を喚起し、この表象を通して対象を指示す  
る語と定義して、Kategorematika と命名し、他方を、それ自体では対象を指  














た8）。すなわち、一方が対象を指示する語（これを彼は「Gegenstandsbegri仔   
語義についての覚え書き  
対象概念」と呼んだ）であるのに対し、種々の機能を発揮することをその本来  
の働きとしている語という意味での命名であろう。   
ここでとりわけ興味深く思われるのは、ヨーロッパでは久しく気づかれなか  
った機能語の重要性が、わが国ではすでに鎌倉末期あるいはおそくとも室町初  









にこれを貫く緒即ち くてにをは〉 によって、乱れることなく、絶えることな  
く保つことが出来る。・・・宣長に従へば、詞は衣の布であり、〈てにをは〉は  
それを縫う技術であ（る）‥．換言ナれば、宣長は、〈てにをは〉 に文を統一体  
たらしめる重要な機能を認めようとしたのである。．‥（中略）‥．   
宣長門下の鈴木般は、一層これを明瞭にして伝へた。胞は、その著『言語四  
裡論』に、語を体の詞、形状の詞、作用の詞、〈てにをは〉の四種に分ち、くて  




















ほかならないとみられるので、辞こそ文の構成原理であるとも言えよう。この   




























1．材料的内容deT materialeInbalt   
2．形式的内容der formaleInhalt  
（；  
実存論的性格づけの契機  
実存論的位置の契機   
語義についての覚え書き   
















形式的構造formale Struktur においてまったく相異っていることに気づく。  
すなわち「家」という対象は事物Dingという存在の型に属しているし、「建  
築」という対象は活動丁益tigkeit という事物とまったく異った存在の型に属  
し、「秋」という対象は、これを規定するのはなかなかむづかしいところがあ  











と判断されるのである。   
このようにして名辞的語義の形式的内容と材料的内容によって対象の形式的   




は語義の志向的方向因子Richtungsfaktor と呼ぶ。そして志向的方向園子に  
単線的einstrahligな方向因子と複線的mehrstrahligな方向因子を、そして  
さらに現勢的aktuell恒常的Konstantな方向因子と潜勢的POtenZiell可  




複数概念の理論的根拠づけがくわだてられている10〉。   
後者の区別について、いま”ein Tisch 机山 を例にしてみるなら、”ein  
Tisc†l机“は先ず類種概念としての「机」一般を指すばあいがある。このばあ  
い”einTisch机“の語義の志向的方向因子は潜勢的potenziell可変的v且ria－  
belである。他方、同じ語たる”ein Tisch机りが、類種概念としての「机」  
一般ではなく、個体概念あるいは個物としての「机」を指すばあいもある。た  











3・語義と概念   
つぎの問題として、インガルデンは、名辞（イ）「正方形Quadrat」と、複  
合的名辞（ロ）「等辺直角の平行四辺形gleichseitiges，reChtwinkliges P且ral－  
1elogramm」、およぴ（ノ、）「二本の等しく垂直に交錯する対角線をもつ平行四   
語義についての覚え書き  89  
































うな意味である。われわれの例で言えば、正方形ということも、等辺直角とい   










現勢的成分且kue11er】∋estand と呼び、現勢化されていない部分を潜勢的成分  






















語感のちがいは意義体系のちがいである）、来体的にはもちろん、それぞれの   





























う一つの現われ方にほかならないと思われる。   
ところで、語義を普遍的なものとみる伝統的な語義解釈としてインガルデン  
の眼前に立ちはだかっていた巨大な姿こそ、言うまでもなく、フッセルの『論  
理学研究』であった。つぎに私は『論理学研究』の語義の把握を検討し、イン   





れよう。   
2）Anton Marty（1847－1914）．Franz Brentano の弟子。Vgl．”Untersuchungen  
Zur Grundlegung der a11gemeiIlen Grammatik und Sprachphilosophie“（1908）Bd．Ⅰ．   
8）Vgl．Alex8nder Prander，”Logik“（1912）．   
一）時枝誠記『国語学史』114貢－116頁参照。   
5）同上、11（〉貢。   
8）同上、56貢。   
7）以下の語義についての見解の大半は、RomanIngarden”Dasliterarische Kun－  
stwerk“に依拠するものが多く、拙稿の主要な目的もこの紹介にある。   




放された。   
著書としては、”Uberdie Stellung der Erkenntnistheorieim System der Philo－  
SOphie“（1925年），”Dasliterarische Kunstwerk“（1931年）‥，Vom Erkennen des  
liter且rischen Kunstwerkes“（1937年），”Untersuchungen zur Ontol（】gie der Kunst“  
（1962年），”Der Streit um die ExistenzderWeIt“（1948年）などがある。   





11）Vgl．Ebd・S．89，   
